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シンポジウム「難防除病害虫・雑草の最前線」
開 催 要 領

1．日 時：2026年 9月 15日（火） 10 : 00～17 : 30

2．場 所：北とぴあ「つつじホール」（東京都北区王子 1丁目 11-1）

3．主 催：一般社団法人 日本植物防疫協会

4．趣 旨：我が国では，農業生産の安定のために農地の大規模化・集約化の推進，ス
マート農業の普及，持続的農業の推進等が謳われ，農業現場に新たな技術
の導入・普及が期待されている。病害虫・雑草防除においては，「総合防
除（IPM）」が推進されているところであるが，農業現場での病害虫・雑
草防除の課題は依然として山積している。とりわけ「難防除」と言われる
病害虫・雑草は，長年にわたり解決策が見いだせていないものも多く，更
に近年問題化した病害虫・雑草も加わり，その対策は一層複雑になってき
ている。そこで本シンポジウムでは，特に防除効果を得にくい土壌病害虫
と雑草を「難防除」として位置づけ，農業現場での現状を把握するととも
に，防除体系の構築やこれまでの対応等について情報を共有し，安定した
農作物生産を目指した今後の展望について考える。

5．参集範囲：国及び都道府県の行政・試験研究機関，普及指導機関，独立行政法人，大
学，JA，農薬メーカー，防除機メーカー及び関係団体

6．開催方法：会場及びオンラインでの参加

7．参 加 費：無 料

8．プログラム
開 会
⑴ 難防除病害虫・雑草防除の取り組み

農林水産省 植物防疫課 白 石 正 美 氏

⑵ 土壌線虫害の種類と対策概要
農研機構 植物防疫研究部門 酒 井 啓 充 氏

─ 昼 食 ─

⑶ 土壌線虫害に対する農業現場での対応
宮崎県総合農業試験場 黒 木 修 一 氏



⑷ 土壌病害とその対策のこれまでと今
日本植物防疫協会 守 川 俊 幸 氏

─ 休 憩 ─

⑸ 茨城県の研究機関における土壌病害の研究事例（ミズナ立枯症，ネギ・ニラ黒腐菌核
病について） 茨城県農業総合センター 鹿島地帯特産指導所 宮 本 拓 也 氏

⑹ 難防除雑草の防除対策
日本植物調節剤研究協会 中 山 貴 史 氏

─ 休 憩 ─

総合討論

閉 会
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一般社団法人 日本植物防疫協会

一般会員募集のお知らせ

日本植物防疫協会は，植物防疫に関する技術や知識の進歩発展を図り農業生産の安

定に寄与することを目的とし，全国の植物防疫関係者を会員とする一般社団法人です。

当協会は，全国の植物防疫関係者等とのネットワークを一層強化するために一般会

員を広く募集しています。

当協会の「一般会員（無料）」には登録いただいたメールアドレスに会員情報を定

期的にお届けします。入会手続きは当協会HPから簡単に行うことができます。退会

手続きも簡単にできます。是非，ご入会をお願い申し上げます。

【会員通信「植防コメント」主な掲載内容 月 2回配信】

協会の活動案内・報告，新農薬実用化試験に係る案内，病害虫防除に係る話題・

情報，新農薬の紹介，植物防疫関連の行政通知等，協会刊行物の案内，会員相互

の情報 等

入 会 手 続 き

① 日本植物防疫協会のホームページ（ https://jppa.or.jp/ ）

② 会員サイト ＞ 会員制度（ https://jppa.or.jp/members/system-2 ）

③ 入会申込 ◆一般会員；一般会員入会申込フォーム をクリック

④ 必要事項を記入したのち 送信 をクリック

⑤ 折り返し協会から入会申込み受付メールが届き，2週間以内に会員番号を記

したメールが届きます。これで入会手続きは完了です。

協会HP「会員制度」QRコード

一般会員入会申込フォームからご入会ください。
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